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部門 新築 建物種別 住宅(戸建住宅）

建物名称 所在地 －

用途 戸建住宅 延床面積 － ㎡

設計者 － 施工者 －

事業期間 平成22年度～平成23年度

参考図

概評

パッシブ設計や断熱仕様の強化、高効率設備の採用など、住宅の省エネ性能をバランスよく向上させる
とともに、建設段階での多様な省CO2への取り組み、居住者の省CO2行動を喚起する工夫など、ライフ
サイクル全般でLCCMに向けた取り組みを行う点を評価した。特に、建設段階における主要構造材の国
産材率100％、バイオマス燃料による木材乾燥など、意欲的な取り組みと、関連製材業者への省CO2乾
燥技術の波及効果を評価した。

サステナブルエナジーハウス(省CO2タイプ) 住友林業株式会社

事業
概要

提案
概要

LCCMの観点から、主要構造材の国産材率100％やバイオマス燃料を利用した木材乾燥などによるイニ
シャル（建設時まで）でのCO2削減と、高い断熱性能や植栽等も活かした高度なパッシブ設計などによる
ランニング（居住時）でのCO2削減を、バランスよく取り組むことでLCCM住宅実現に向けて、1stステップ
となる住宅モデルを提案する。また、Web上のコミュニケーションツールを活用することで、より実効性・波
及性が高い省CO2行動の取り組みが期待できる。

－

 太陽の力で創エネ（太陽光発電システム５KＷ以上）

水の節約
（節湯水栓・食器洗浄器・節水型便器）

雨水利用(雨水タンク設置）

ホーム ＩＴシステムによる
エネルギー消費の見える化

二方向開口で風の通り道をつくる

室内外温湿度計の設置

次世代省エネ基準Ⅱ地域対応の断熱仕様

高効率エアコンの設置
（省エネラベル★★★★★）

高効率給湯器の設置
（エコキュートＡＰＦ3 .6以上）

高効率照明器具
（ＬＥＤ照明など）

南面にLｏｗ-Ｅ断熱クリアガ
ラスを使用し、冬の太陽熱を
取り込む

①植林によるオフセット

②主要構造材の国産材率100％

③バイオマス燃料化の推進

④資材配送の集約化

⑤施工管理システム（ＩＴ）の活用

イニシャルＣＯ２ ⇒ 削減

①断熱性向上とパッシブ設計

②再生可能エネルギーの活用
（太陽光発電システム５ｋｗ以上）

③高効率設備、節湯・節水設備

④Ｗｅｂサイト・見える化による
低炭素型ライフスタイルへの誘導

ランニングＣＯ２ ⇒ ゼロ
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